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Ⅰ リバースモーゲージ型融資の概要
～災害復興住宅融資（高齢者向け返済特例）の特徴～



災害復興住宅融資（高齢者向け返済特例）の特徴
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■ご利用いただける方

・借入申込日現在で満60歳以上のお客さま

・自然災害により被害が生じた住宅の所有者又は居住者の方で、地方公共団体から「り災証明書」
を交付されている方

■ご返済方法

●毎月の支払は利息のみ（下図右参照)のため、一般的な住宅ローンよりも毎月の支払額が少なく、
例えば年金収入のみの場合でも利用が可能です。

●元金は、お客さまがお亡くなりになられたときに、相続人の方から一括してご返済いただくか、
担保物件（住宅および土地）の売却によりご返済いただきます。

一般的な住宅ローン
(元利均等返済の場合)

災害復興住宅融資（高齢者向け返済特例）

返済方法 (イメージ)

毎
月
返
済
額 元金

利息

返済期間
融資終期

毎
月
支
払
額(

利
息
分)

元金

利息

返済期間
融資終期＝死亡時
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災害復興住宅融資（高齢者向け返済特例）の特徴

担保物件の売却代金で返済した後に債務が残った場合 (イメージ)

売却金額が借入金額を下回ったとき

借入金額 1,500万円

売却金額1,000万円

借入金額 1,000万円 不足500万円

不足分について
相続人さまに

ご返済いただきません。

■資金使途
●ご自分が居住するための住宅の建設、購入又は補修が対象となります。

※建設及び購入の場合、「全壊」等の「り災証明書」があることが必要です。

区分 ①融資限度額 ②機構による担保評価額

建 設
（土地を取得しない場合）

２，７００万円
土地： 固定資産税評価額×１００／７０×６０％
建物： 工事請負契約書の建設費×６０％

購 入 ３，７００万円 土地・建物： 購入価格×６０％

補 修 １，２００万円
土地： 固定資産税評価額×１００／７０×６０％
建物： 固定資産税評価額×１００／７０×６０％

■融資額

※上記の他、建設（土地を取得する場合）や補修（全部建替えの場合）があります。

「①融資限度額」、「②機構による担保評価額」及び「所要額」のうち最も小さい額
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Ⅱ 利用者アンケート調査結果の概要

※住宅金融支援機構「災害復興住宅融資（高齢者向け返済特例：倉敷市補助型）」

利用者アンケート調査結果（令和元年12月13日 国立研究開発法人建築研究所）より
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利用者アンケート調査の概要

２
■調査対象

・ 「災害復興住宅融資（高齢者向け返済特例・倉敷市補助型）」の利用者

■調査時期

・ 令和元年11月７日～11月30日（調査票配布日～回答期限）

■回答数等

・ 調査票配付数：68通（68世帯）

・ 調査票回収数：50通（50世帯）、回収率：74％

高齢者向け返済特例：倉敷市補助型(イメージ)

高齢者向け返済特例：倉敷市補助型

元金

返済期間
融資終期＝死亡時

利息

倉敷市の補助により
融資額1,000万円までの

利子負担が生涯にわたって
半分になる

毎
月
支
払
額(

利
息
分)
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利用者アンケート調査結果（①利用者の属性）

２

申込者の平均年齢は72歳、最年長は86歳

利用者の72％が高齢夫婦で、高齢単身は20％

84％に子どもがあり、うち「説得して同意させた」

は12％

＜主な調査結果＞
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利用者アンケート調査結果（①利用者の属性：申込者の年齢）

２
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利用者アンケート調査結果（①利用者の属性：利用者の世帯の型等）

２
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利用者アンケート調査結果（①利用者の属性：子どもの同意状況等）

２
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利用者アンケート調査結果（②利用した理由など）

２

リバースモーゲージの内容を「知らなかった」73％

再建理由は「住み慣れた土地に住みたいから」70％

利用理由は「資金不足」42％、「制度が合理的」33％

この制度がなかったら68％は持家再建を断念

＜主な調査結果＞
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利用者アンケート調査結果（②利用した理由など：制度を知っていたか等）

２
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利用者アンケート調査結果（②利用した理由など：持家再建にした理由）

２



14

利用者アンケート調査結果（②利用した理由など：制度を利用した理由）

２



15

利用者アンケート調査結果（②利用した理由など：制度がなかった場合）

２
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利用者アンケート調査結果（③住宅再建の内容など）

２

被災前は92％が２階建、再建住宅は74％が平屋建

平均延床面積は被災前の114 ㎡から80 ㎡へ約３割
縮小

再建費用は平均1,667 万円、借入額は平均1,133
万円

本人負担は平均10,221 円/月、倉敷市補助による

軽減額は平均7,200 円/月

＜主な調査結果＞
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利用者アンケート調査結果（③住宅再建の内容など：再建する住宅等）

２
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利用者アンケート調査結果（③住宅再建の内容など：再建する住宅の延床面積等）

２
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利用者アンケート調査結果（③住宅再建の内容など：再建費用と借入額）

２
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利用者アンケート調査結果（③住宅再建の内容など：月々の利子負担額）

２
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Ⅲ リバースモーゲージ型融資の活用事例

※「西日本豪雨で被害 自宅と土地を担保に家を再建 長年住み慣れた町に戻る人々

岡山・倉敷市」（令和２年7月２日 株式会社 瀬戸内海放送）より
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リバースモーゲージ型融資の活用事例

２
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２

本資料の詳しい内容は、以下のWebサイトを参照してください。

○災害復興住宅融資（高齢者向け返済特例） 独立行政法人 住宅金融支援機構
https://www.jhf.go.jp/loan/yushi/info/saigai_higashi_revmo/index.html

○住宅金融支援機構「災害復興住宅融資（高齢者向け返済特例：倉敷市補助型）」
利用者アンケート調査結果（令和元年12月13日 国立研究開発法人建築研究所）
https://www.kenken.go.jp/japanese/information/information/press/2019/480.pdf

○「西日本豪雨で被害 自宅と土地を担保に家を再建 長年住み慣れた町に戻る人々
岡山・倉敷市」（令和２年7月２日 株式会社 瀬戸内海放送）
https://www.ksb.co.jp/newsweb/index/17851

災害復興住宅融資に関するお問合せ先
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２

本日は、ご清聴いただき、ありがとうございました。

住宅金融支援機構は、地方公共団体をはじめ被災者支援に
取り組まれている各団体と連携させていただき、

これからも、被災された方々の住まいの復旧及び生活再建支援
に取り組んで参ります。よろしくお願いいたします。
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